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令和３年度

施政方針

　

町
で
は
、
昨
年
来
、
感
染
拡
大
防

止
と
地
域
経
済
対
策
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま

の
命
と
暮
ら
し
、
そ
し
て
、
地
域
を

守
る
た
め
、
感
染
対
策
を
適
切
に
講

じ
、
皆
さ
ま
と
共
に
こ
の
難
局
を
乗

り
越
え
て
い
き
ま
す
。
感
染
お
よ
び

蔓
延
を
予
防
す
る
た
め
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
は
、
３
月
１
日
よ
り

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
策
室
」
を
設
置
し
、
医
療
機

関
と
の
協
力
連
携
な
ど
、
円
滑
に
実

施
で
き
る
よ
う
万
全
の
体
制
を
と
り

ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
目
標︵
指
針
︶

　

１
つ
目
の
目
標
で
あ
る
「
誇
り
と

自
信
を
持
て
る
ま
ち
、
自
慢
で
き
る

ま
ち
」
に
つ
い
て
は
、
鰺
ヶ
沢
町
に

住
む
人
々
が
古
い
歴
史
文
化
、
世
界

自
然
遺
産
、
日
本
遺
産
な
ど
、
他
に

誇
る
べ
き
「
宝
」
を
有
し
て
い
る
こ

の
町
に
愛
着
と
誇
り
と
自
信
を
持
て

る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

２
つ
目
の
目
標
で
あ
る
「
た
く
さ

ん
の
人
々
が
訪
れ
た
い
と
思
う
魅
力

的
な
ま
ち
」
は
、
交
流
人
口
を
増
や

し
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
と
と

も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
十
分
な

対
策
を
取
り
、
収
束
後
に
備
え
、
歴

史
文
化
、
自
然
景
観
、
農
林
水
産
物
、

食
な
ど
、
鰺
ヶ
沢
町
の
優
れ
た
資
源

を
十
二
分
に
生
か
し
、
情
報
発
信
し

な
が
ら
魅
力
的
な
ま
ち
を
目
指
し
ま

す
。

　

３
つ
目
の
目
標
で
あ
る
「
こ
の
町

に
住
ん
で
み
た
い
と
思
う
生
活
し
や

す
い
ま
ち
」
に
つ
い
て
は
、
働
く
場

の
確
保
を
は
じ
め
、
医
療
、
介
護
、

福
祉
、
子
育
て
、
生
活
環
境
の
整
備
、

教
育
文
化
環
境
の
整
備
な
ど
、
町
民

の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

ま
ち
、
寄
り
添
う
ま
ち
を
目
指
し
ま

す
。■

タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
す
る
、
誇

り
と
愛
着
を
も
ち
、
人
々
が
生
き
生

き
と
暮
ら
す
ま
ち
、
多
く
の
資
源
に

恵
ま
れ
た
魅
力
的
な
ま
ち
、
そ
し
て
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
、
こ
う

し
た
鰺
ヶ
沢
町
の
魅
力
、
良
さ
を
丸

ご
と
内
外
に
売
り
込
み
、
町
へ
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
を
呼
び
込
み
、
地

域
を
活
性
化
さ
せ
る
タ
ウ
ン
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
ま
ち
づ
く
り
の
戦
略

と
し
て
展
開
し
ま
す
。

■
予
算
の
概
要

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
役
場
新
庁
舎

建
設
関
連
事
業
等
の
町
債
の
大
幅
減

や
国
勢
調
査
人
口
を
反
映
し
た
こ
と

に
伴
う
地
方
交
付
税
が
減
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
引
き
続
き
国
や
県
の
補

助
金
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も

に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
を
原

資
と
す
る
未
来
応
援
基
金
を
、
地
域

振
興
の
財
源
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

歳
出
に
お
い
て
も
、
役
場
新
庁
舎
建

設
関
連
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
に
伴

い
大
幅
減
と
な
り
、
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
前
年
度
比
22
・
３
％
、
19

億
７
千
百
万
円
の
減
と
な
る
、
68
億

５
千
６
百
万
円
の
予
算
を
編
成
し
、

事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
事
務
事

業
の
合
理
化
、
経
費
の
縮
減
を
常
に

念
頭
に
入
れ
予
算
執
行
し
ま
す
。

■
産
業
経
済
の
振
興

　

生
産
基
盤
の
維
持
強
化
、
経
営
所

得
安
定
対
策
、
担
い
手
育
成
や
農
地

の
集
積
な
ど
国
、
県
の
支
援
策
を
有

効
活
用
し
、
農
林
業
所
得
の
向
上
、

経
営
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

　

農
業
経
営
の
安
定
に
つ
な
が
る
、

新
規
作
物
と
し
て
希
少
な
白
小
豆
の

作
付
け
を
試
験
的
に
行
う
な
ど
、
高

収
益
作
物
へ
の
誘
導
、
ま
た
、
リ
ン

ゴ
黒
星
病
新
薬
購
入
費
へ
の
補
助
や
、

果
樹
農
家
の
安
定
生
産
支
援
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
も
継
続
し
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
導
入
致
し
ま
し
た
大
型
捕
獲
ワ

ナ
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
被
害

対
策
を
進
め
、
電
気
柵
設
置
助
成
、

捕
獲
従
事
者
の
育
成
助
成
を
継
続
実

施
し
、
駆
除
体
制
の
強
化
と
被
害
防

止
に
努
め
ま
す
。

　

農
道
の
整
備
は
、
維
持
修
繕
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

　

水
産
業
は
、
昨
年
12
月
、
組
合
運

営
の
基
盤
強
化
を
図
る
た
め
、
鰺
ヶ

沢
漁
業
協
同
組
合
と
赤
石
水
産
漁
業

協
同
組
合
が
合
併
し
、
鯵
ヶ
沢
町
漁

業
協
同
組
合
と
し
て
、
さ
ら
な
る
組

合
経
営
安
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
も
支
援
し
ま
す
。

　

海
面
は
、「
サ
ケ
」
の
回
帰
率
向

上
に
向
け
た
取
組
及
び
ヒ
ラ
メ
等
の

放
流
を
継
続
、
内
水
面
漁
業
に
お
い

て
は
、「
ア
ユ
」、「
イ
ト
ウ
」
の
安

定
生
産
、
販
売
促
進
に
努
め
ま
す
。

　

将
来
的
な
生
産
性
向
上
の
た
め
の

基
盤
整
備
、
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
に
よ

る
売
れ
る
産
品
づ
く
り
、
販
路
の
拡

大
策
な
ど
の
調
査
事
業
を
、
地
方
創

生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
て
中
長
期

的
視
点
で
実
施
し
ま
す
。
今
年
度
に

お
い
て
も
引
き
続
き
、「
３
つ
の
食

イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
「
ヒ
ラ
メ
」

や
「
肉
」、「
ス
イ
ー
ツ
」
な
ど
の
地

元
住
民
の
購
買
ニ
ー
ズ
や
観
光
客
の

ニ
ー
ズ
な
ど
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調

査
を
行
う
と
と
も
に
、
販
路
拡
大
を

目
的
に
生
産
加
工
、
商
品
開
発
、
販

売
、
流
通
な
ど
の
可
能
性
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

■
商
工
業
の
振
興

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
創

業
支
援
や
空
き
店
舗
対
策
に
係
る
支

援
、
各
種
融
資
制
度
の
保
証
料
補
助

や
利
子
補
給
等
の
事
業
を
今
年
度
も

継
続
し
、
中
小
企
業
の
経
営
安
定
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
経
済
の
活

性
化
策
と
し
て
、
町
商
工
会
が
実
施

す
る
、「
10
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
」
発
行
へ
の
支
援
を
引
き
続

き
実
施
し
、
町
内
で
の
消
費
喚
起
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域
経
済
活
性

化
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
町
内
商

工
業
者
、
金
融
機
関
と
の
連
携
強
化
、

さ
ら
に
は
、
情
報
、
技
術
、
知
識
、

人
材
資
源
を
有
す
る
弘
前
大
学
や
青

森
公
立
大
学
と
の
産
学
官
連
携
を
推

進
し
ま
す
。

■
観
光
の
振
興

　

令
和
３
年
度
は
、
東
北
６
県
の
自

治
体
や
観
光
関
係
者
と
Ｊ
Ｒ
６
社
な

ど
が
一
体
と
な
っ
て
行
う
大
型
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
東
北
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
東
北
が
脚
光
を
浴
び
る

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
好
機
と
し
て
、

白
八
幡
宮
大
祭
や
「
３
つ
の
食
イ
ベ

ン
ト
」
を
開
催
す
る
ほ
か
、
ま
ち
歩

き
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
、
北
前
船
を

テ
ー
マ
と
す
る
「
港
町
あ
じ
が
さ
わ

ロ
マ
ン
散
歩
」
コ
ー
ス
な
ど
の
Ｐ
Ｒ

や
駅
前
広
場
の
活
用
な
ど
、
観
光
振

興
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
に
設
立
さ
れ

た
、
津
軽
圏
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
「
ク
ラ
ン
ピ

オ
ニ
ー
津
軽
」
を
中
心
に
14
市
町
村

が
連
携
し
な
が
ら
、
津
軽
圏
域
の
観

　令和３年鰺ヶ沢町議会第一回定例会の開会初日、
平田衛町長が述べた令和３年度の施政方針から、
主要な施策についてその概要をお知らせします。
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光
振
興
を
進
め
ま
す
。

　

友
好
協
定
を
結
ぶ
岩
手
県
久
慈
市

と
は
、
観
光
、
物
産
を
は
じ
め
相
互

の
交
流
を
進
め
、
秋
に
は
、
津
軽
藩

ゆ
か
り
の
５
つ
の
自
治
体
が
久
慈
市

に
参
集
し
、
イ
ベン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■�

高
速
交
通
体
系
の
整
備
・

津
軽
港
の
利
活
用

　

津
軽
自
動
車
道
の
残
区
間
で
あ
る

柏
～
浮
田
間
、
12
・
３
キ
ロ
に
つ
い

て
は
、
早
期
開
通
に
向
け
て
国
、
県

へ
積
極
的
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

名
称
を
変
更
し
た
津
軽
港
は
、

「
津
軽
」
と
い
う
知
名
度
を
活
か
し

た
津
軽
地
域
経
済
の
発
展
と
観
光
振

興
に
つ
い
て
、
県
・
弘
前
市
を
は
じ

め
関
係
14
市
町
村
と
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
み
ま
す
。

　

洋
上
風
力
発
電
は
、
将
来
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
と
地
域
振
興
策
の
両

面
か
ら
、
近
隣
の
自
治
体
、
漁
業
協

同
組
合
、
県
や
関
係
機
関
と
も
慎
重

に
協
議
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

調
査
検
討
し
ま
す
。

■�

保
健
・
福
祉
・
医
療
対
策

等
の
充
実

　

町
民
の
平
均
寿
命
、
健
康
寿
命
を

延
ば
す
た
め
、
あ
じ
が
さ
わ
健
康
宣

言
の
精
神
に
基
づ
き
、
健
康
意
識
の

向
上
と
生
活
習
慣
の
改
善
に
引
き
続

き
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

親
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
運
動
教
室

や
栄
養
教
室
の
開
催
、
心
の
健
康
づ

く
り
事
業
、
子
ど
も
の
虫
歯
予
防
事

業
な
ど
の
継
続
事
業
と
と
も
に
、
町

の
総
合
健
診
、
各
種
が
ん
検
診
の
受

診
率
向
上
に
努
め
、
病
気
の
予
防
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
、
健
康
長
寿

の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
は
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
新
し

い
生
活
様
式
の
普
及
啓
発
に
努
め
る

と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
は
、
４
月
以
降
、
国
の
指
導
に

従
っ
て
順
次
行
い
ま
す
。

　

母
子
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、
妊

産
婦
の
産
前
産
後
ケ
ア
、
マ
マ
サ

ポ
ー
ト
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
乳

児
紙
お
む
つ
支
給
を
１
年
間
必
要
な

量
に
増
や
す
な
ど
、
母
子
支
援
事
業

を
進
め
ま
す
。

　

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、
い
つ
ま

で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し

て
元
気
に
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る

よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携
強
化
を
図

り
な
が
ら
、
継
続
事
業
で
あ
る
「
多

機
関
の
協
働
に
よ
る
包
括
的
支
援
体

制
構
築
事
業
」
に
加
え
、
「
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事
業
」
を
新
た

に
展
開
し
、
地
域
自
ら
課
題
を
解
決

し
て
い
け
る
よ
う
な
地
域
共
生
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

児
童
福
祉
は
、
中
学
生
ま
で
の
医

療
費
を
無
料
に
す
る
事
業
を
継
続
し
、

子
育
て
世
帯
を
支
援
し
ま
す
。

　

「
鰺
ヶ
沢
こ
ど
も
園
」
は
、
少
子

化
の
進
行
と
建
物
の
老
朽
化
の
た
め
、

令
和
４
年
３
月
を
も
っ
て
閉
園
し
、

今
後
の
幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
民

間
の
保
育
所
・
こ
ど
も
園
に
委
ね
ま

す
。

　

鰺
ヶ
沢
病
院
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
、
外
来
の
エ
ア
コ
ン
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
並
び
に
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
と
し
て

発
熱
外
来
を
整
備
す
る
な
ど
し
ま

し
た
が
、
引
き
続
き
療
養
環
境
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
開
局
し
た
敷
地

内
薬
局
と
の
連
携
に
よ
る
医
薬
分
業

の
推
進
等
、
一
層
の
経
営
効
率
化
に

取
り
組
み
、
健
全
な
病
院
経
営
と
地

域
医
療
の
充
実
・
確
保
に
努
め
ま
す
。

■
生
活
環
境
の
整
備
、
充
実

　

町
道
は
、「
町
道
第
一
中
学
校
線
」

を
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
緊
急
対
策

事
業
と
し
て
、
引
き
続
き
整
備
し
ま

す
。

　

ま
た
、「
赤
石
上
通
り
線
」
及
び

「
目
内
崎
開
源
橋
線
」
な
ど
町
道
路

線
の
改
良
事
業
や
、「
長
平
中
央
線

防
雪
柵
」
の
設
置
事
業
、「
神
禮
橋
」

の
橋
梁
改
修
に
つ
い
て
も
、
国
の
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
を
活

用
し
安
全
で
快
適
な
道
路
、
交
通
確

保
に
向
け
、
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

町
営
住
宅
は
、
建
物
の
老
朽
化
の

調
査
と
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、

修
繕
、
更
新
を
計
画
的
に
実
施
し
ま

す
。

　

水
道
事
業
は
、
衛
生
的
な
水
の
安

定
供
給
を
図
る
た
め
、
水
道
施
設
等

耐
震
化
推
進
事
業
と
し
て
、
引
き
続

き
芦
萢
地
区
の
配
水
管
布
設
替
え
を

実
施
し
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
は
、
整
備
計
画
に
基

づ
き
新
町
及
び
浜
町
地
区
の
整
備
を

実
施
し
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
と
し
て
の
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
あ
じ
バ
ス
」
に

つ
い
て
は
、
年
間
利
用
者
数
も
延
べ

３
万
人
前
後
で
推
移
し
利
用
者
も
多

く
、
運
転
免
許
自
主
返
納
者
の
利
用

者
も
延
べ
２
千
人
を
超
え
、
高
齢
者

の
貴
重
な
足
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
の
新
た
な
取
組
は
、
こ
れ
ま
で

の
小
・
中
学
生
に
加
え
高
校
生
の
乗

車
に
つ
い
て
も
無
料
化
し
、
市
街
地

巡
回
線
は
通
年
運
行
と
し
ま
す
。

　

防
災
・
消
防
行
政
は
、
整
備
し
た

「
鰺
ヶ
沢
町
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
」、

ま
た
、
ラ
イ
ン
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
を

多
用
し
、
災
害
へ
の
迅
速
な
対
応
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
津
波
・
河
川
氾

濫
・
土
砂
・
火
山
な
ど
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
更
新
、
地
域
住
民
と
の
連

携
協
力
に
よ
る
防
災
訓
練
の
実
施
、

自
衛
隊
、
海
上
保
安
部
、
警
察
、
消

防
等
と
の
連
携
体
制
も
強
化
す
る
な

ど
、
防
災
力
の
強
化
と
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

消
防
行
政
は
、
救
急
、
災
害
、
事

故
等
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対
処
す
る

た
め
、
消
防
署
員
及
び
消
防
団
員
の

体
制
強
化
と
、
よ
り
一
層
の
資
質
向

上
、
大
規
模
災
害
の
緊
急
消
防
に
備

え
ま
す
。

■
教
育
文
化
環
境
の
整
備

　

学
校
教
育
は
、
各
種
研
修
等
に
よ

り
教
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
対
応
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
等
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
学
習

環
境
の
整
備
は
、
児
童
・
生
徒
が
快

適
に
学
習
が
で
き
る
よ
う
小
中
学
校

に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
心
の
ケ
ア
相
談

員
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
配
置

す
る
と
と
も
に
、
不
登
校
の
児
童
生

徒
に
対
応
す
る
「
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
西
海
小
学
校
と
舞
戸
小

学
校
、
そ
し
て
、
鰺
ヶ
沢
中
学
校
を

一
つ
の
学
園
と
し
て
捉
え
、
３
校
を

一
体
と
し
た
学
校
運
営
協
議
会
を
昨

年
度
に
設
置
し
、
地
域
と
学
校
が
連

携
・
協
働
し
て
子
供
た
ち
を
育
む
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
設
置
し
ま
す
。

　

鰺
ヶ
沢
高
等
学
校
の
入
学
志
望
者

は
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、

令
和
元
年
に
締
結
し
た
連
携
協
定
に

基
づ
き
、
Ｓ
Ｂ
Ｐ
事
業
や
Ｅ
Ｃ
み
ら

い
塾
な
ど
を
実
施
し
、
地
元
自
治
体

と
し
て
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
鰺
ヶ

沢
中
学
校
と
中
高
連
携
を
図
り
、
教

職
員
の
相
互
交
流
に
よ
る
授
業
の
実

施
や
合
同
催
事
な
ど
引
き
続
き
支
援

し
ま
す
。

　

社
会
教
育
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代

の
人
が
地
域
の
様
々
な
分
野
で
活

躍
で
き
る
機
会
の
創
出
を
図
る
た
め

社
会
教
育
推
進
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
引

き
続
き
配
置
し
、
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
指
導
者
の
養
成
や
競
技

ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
底
辺
拡
大
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
を
継
続
で
き
る
環
境
の
整

備
を
目
的
に
、
令
和
２
年
８
月
に
設

立
さ
れ
た
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
活
動

を
支
援
、
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
大
祭
行
事
の
保
存
伝
承
と

大
祭
行
事
を
活
用
し
た
文
化
振
興
及

び
地
域
振
興
を
目
的
と
す
る
、
白
八

幡
宮
大
祭
文
化
保
存
会
に
つ
い
て

も
、
支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
今

年
８
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
白
八
幡

宮
大
祭
の
開
催
に
対
し
て
も
協
力
し

ま
す
。

■
結
び

　

従
来
の
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

な
ど
の
課
題
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
る
地
域
社
会
の
再
構

築
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
難
局
を
乗
り

越
え
る
こ
と
、
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
っ
て
生
じ
た
課
題
に
ど
う
対
処

し
、
新
し
い
ま
ち
を
創
っ
て
い
く
か

が
我
々
に
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
は
決
し
て
一
人
で
で

き
る
も
の
で
は
な
く
、
行
政
と
町
民

の
皆
さ
ま
が
と
も
に
知
恵
を
絞
り
、

と
も
に
汗
を
か
き
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

 

鰺
ヶ
沢
町
長
　
平 

田 

　
衛
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　令和３年度一般会計予算額は、前年度比19億7100万円減となる、68億5600万円となりました。
　減少した主な要因は、平成30年度から着手している役場新庁舎建設事業や防災情報システム整備事業などの普
通建設事業費が減となったためです。
　ソフト事業は、妊婦及び18歳未満までを対象としたインフルエンザ予防接種助成事業、中学生までの医療費無
料化、地域活性化に向けたタウンプロモーション事業などを引き続き予算化しました。
　また主な新規事業として、新型コロナウイルスワクチン接種事業や森林経営管理事業、わさお記念碑制作負担金
を予算化しました。
　今後も自主財源が乏しく厳しい財政状況が続いていくことが予想されますが、歳出面で一層の経費削減を図り健
全な財政運営を目指します。予算の内訳等については次のとおりです。　

＜一般会計とは＞福祉や教育、道路整備など、町政運営の基本となる会計のこと

▼歳入（入るお金）
＜町　　　税＞　�住民税や軽自動車税など、皆さ

んに納めていただくお金
＜地方譲与税＞　国税の一部を譲り受けるお金
＜地方交付税＞　国から交付されるお金
＜国庫支出金＞　�特定の事業を行うために国から

受ける補助金など
＜県 支 出 金＞　�特定の事業を行うために県から

受ける補助金など
＜繰　入　金＞　�基金（積立金）や特別会計から

繰り入れるお金
＜町　　　債＞　�特定の事業を行うために国から

借り入れるお金
＜そ　の　他＞　使用料や手数料などのお金

町債
37,890（5.5%）

県支出金
45,995
（6.7%）

依存財源（75.1％）

町税
80,920
（11.8%）

国庫支出金
70,941
（10.3%）

地方交付税
330,500
（48.2%）

地方譲与税など
29,747（4.4％）

3,319（0.5%）
6,653（1.0%）

0（0.0%）
4,075（0.6%）
1,746（0.2%）
50,814（7.4%）
23,000（3.4%）

自主財源
（24.9％）

分担金及び負担金
使用料及び手数料
繰 越 金
諸 収 入
財 産 収 入
繰 入 金
寄 附 金

歳　入
（単位：万円）

総務費
180,344
（26.3%）

土木費
66,742
(9.8%)

民生費
171,098
（25.0%）

衛生費
48,035
（7.0%）

農林水産費
39,556
（5.8%）

教育費
42,687(6.2%)

消防費
36,363(5.3%)

7,023（1.0%）
166（0.0%）
300（0.0%）

目的別

公債費
83,755
(12.2%)

議会費
労働費
予備費商工費

9,531(1.4%)

人件費
115,414
（16.8%）

物件費
99,912
（14.6%）

繰出金
89,045
（13.0%）

公債費
83,755
（12.2%）補助費等

137,794
（20.1%）

普通建設事業費
29,658
（4.3%）

扶助費
90,718
（13.2%）

維持補修費
積　立　金
投資・出資金・貸付金
予　備　費

15,551（2.3%）
23,022（3.4%）
431（0.1%）
300（0.0％）

義務的
経費
289,887
（42.2%）

その他
経費
366,055
（53.5%）

投資的経費
29,658
（4.3%）

▽性質別

歳　出
（単位：万円）

▽目的別

令和３年度� 一般会計当初予算 68億５,600万円

▼歳出（出るお金）
＜議会費＞
　議員の報酬や議会運営に必要なお金
＜総務費＞
　町の総括的な事務事業や財産管理などに
必要なお金
＜民生費＞
　高齢者や障がい者、児童などの福祉や医
療充実などに必要なお金
＜衛生費＞
　予防接種や各種健診、また、し尿・ごみ
処理などに必要なお金
＜労働費＞
　勤労者体育館などの維持に必要なお金
＜農林水産業費＞
　農業、林業、水産業振興に必要なお金
＜商工費＞
　商工業、観光振興に必要なお金
＜土木費＞
　道路改良や維持、町営住宅の整備などに
必要なお金
＜消防費＞
　消防や救急活動、防災に必要なお金
＜教育費＞
　小・中学校運営や社会教育活動などに必
要なお金
＜公債費＞
　借入金（借金）の返済に充てるお金▼自主財源とは…町が自主的に収入できる財源

▼依存財源とは…�国や県などから定められた額を交付されたり、
割り当てられたりする財源 4
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　地方消費税交付金の社会保障財源化分を充てる、鰺ヶ沢町における社会保障施策の経費の内訳は下記のとお
りです。

【歳入】地方消費税交付金（社会保障財源化分）　 1億1,217 万円
【歳出】充当する社会保障施策に要する経費　　　 18億8,221 万円 

事　業　名 ３年度
予算額

財源内訳
特定財源 一般財源

国県補助金 その他 地方消費税交付金 その他
1 社会福祉（高齢者、障がい者など） 11億1,037万円 ６億7,626万円 2,425万円 4,718万円 ３億6,268万円

2 社会保険（国保、後期高齢など） ６億 61万円 １億2,519万円 0万円 5,463万円 ４億2,079万円

3 保健衛生（予防、母子保健など） １億7,123万円 8,105万円 247万円 1,036万円 7,735万円

合　 計 18億8,221万円 ８億8,250万円 2,672万円 1億1,217万円 ８億6,082万円

令和３年度予算 地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられる社会保障施策に要する経費

★令和３年度の主な事業（一般会計分）★
＜総務＞
　＊新庁舎備品購入事業…1億2,500万円
　＊廃校校舎等解体事業…1,901万円
　＊コミュニティバス運行業務委託…1億3,545万円
　＊タウンプロモーション推進事業…921万円
＜保健・福祉・医療＞
　＊子ども医療費助成…2,030万円
　＊放課後ルーム事業…1,080万円
　＊乳児すこやか支援事業…125万円
　＊新型コロナウイルスワクチン接種事業…7,455万円
＜産業土木＞
　＊りんご園防風網張替費補助金…100万円

　＊りんご黒星病防除対策事業費補助金…168万円
　＊森林経営管理事業…1,172万円
　＊創業支援・空き店舗対策補助金…284万円
　＊商工振興事業費補助金…650万円
　＊町観光協会補助金…1,600万円
　＊わさお記念碑制作負担金…300万円
　＊橋梁補修事業…5,520万円
　＊第一中学校線舗装補修事業…2,500万円
＜教育＞
　＊ICT教育推進事業…861万円
　＊白八幡宮大祭実行委員会助成金…300万円
　＊町スポーツ協会活動費補助金…100万円

特別会計予算 37億1,079万円の内訳
会計名 令和３年度 令和２年度 増減額 ＜特別会計とは＞

国民健康保険や介
護保険、下水道な
ど、一般会計と区
分した特定事業の
会計のこと

国民健康保険事業 15億4,985万円 15億7,000万円 ▲2,015万円
農業集落排水事業 １億5,383万円 １億4,338万円 1,045万円
小規模水道事業 613万円 621万円 ▲８万円
公共下水道事業 ２億5,440万円 ４億 319万円 ▲１億4,879万円
墓地公園事業 20万円 20万円 ０万円
介護保険事業 15億6,547万円 15億7,029万円 ▲482万円
後期高齢者医療 １億4,423万円 １億5,420万円 ▲997万円
水産業振興事業 3,390万円 2,967万円 423万円
北浮田財産区 65万円 65万円 ０万円
長平財産区 62万円 62万円 ０万円
浜横沢財産区 72万円 53万円 19万円
中村財産区 79万円 69万円 10万円

企業会計予算　＜企業別会計とは＞企業経営という観点から、独立して経理をする会計のこと
会計名 収　支 令和３年度 令和２年度 増減額

水道事業

収益的収入 ２億9,027万円 ２億9,584万円 ▲557万円　
　�〃　支出 ２億7,939万円 ２億8,010万円 ▲71万円　
資本的収入 １億3,353万円 １億3,077万円 276万円　
　�〃　支出 ２億5,335万円 ２億5,268万円 67万円　

5

令和３年度　当初予算



町職員の給与・定員管理の状況を公表します

106,633
万円

普通会計人件費内訳

職員給与
68,381万円

議員報酬手当等　3,387万円

委員等報酬　5,017万円

特別職給与　2,788万円

退職手当組合負担金
11,166万円

共済組合等負担金
15,809万円

災害補償費　85万円

710,982
万円

普通会計決算歳出額
人件費　106,633万円

　その他　604,349万円

（人件費率は15.0％）
（注）　１．決算歳出額は地方財政状況調査によるものです。
　　　　２．人件費には、特別職の給与、共済組合負担金、公務災害補償費などを含みます。
　　　　３．平成30年度の人件費率は、15.6％です。

＜町では、職員の給与と定員管理の適正化について広く町民の理解を得るため、次のとおり公表します。＞

1　人件費の状況（令和元年度普通会計決算）

６　職員手当の状況（令和２年４月１日現在）
鰺 　 ヶ 　 沢 　 町 国

期末・勤勉手当 退職手当 期末・勤勉手当 退職手当
（令和元年度の支給割合）

　　　　 期　末　　 勤　勉
6月期　1.25月分   0.875月分

12月期　1.25月分　  0.925月分
計　　2.50月分　  1.80月分

　職制上の段階、職務の級等に
よる加算措置　有

（支給率）　 自己都合　  定年・応募認定
勤続20年　19.6695月分　24.586875月分
勤続25年　28.0395月分　33.27075月分
勤続35年　39.7575月分　 47.709月分
最高限度額　 47.709月分　 47.709月分
平均支給額　 　 1,884万円

　その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置
　（2～45％加算）
　退職時特別昇給　なし

（令和元年度の支給割合）
　　　　 期　末　　 勤　勉

6月期　1.30月分   0.925月分
12月期　1.30月分　  0.975月分
計　　2.60月分　  1.90月分

　職制上の段階、職務の級等に
よる加算措置　有

（支給率）　 自己都合　  定年・応募認定
勤続20年　19.6695月分　24.586875月分
勤続25年　28.0395月分　33.27075月分
勤続35年　39.7575月分　 47.709月分
最高限度額　 47.709月分　 47.709月分

　その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置
　（2～45％加算）
　退職時特別昇給　なし

（注）退職手当平均支給額は、令和元年度に退職した全職種に係る職員に支給された１人あたりの平均額です。

5　一般行政職の級別職員数の状況（令和２年４月１日現在）
級別 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計

標準的な職務内容 主事・主事補・任期付 主査 主幹・副主幹・専門員 班長・総括主幹 課長・課長代理 参事・総務課長 －
職 員 数（ 人 ） 20 5 30 42 12 2 111

構 成 比（ ％ ） 18.0% 4.5% 27.0% 37.8% 10.8% 1.8% 100%

（注）　１．鰺ヶ沢町給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　　　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

66,600
万円

一般会計予算職員給与費
給料
45,293万円

職員手当
3,891万円

期末・勤勉手当
17,416万円

2　職員給与費の状況
　（令和２年度一般会計予算）

3　職員の平均給料・平均給与及び平均年齢等の状況
　（令和２年４月１日現在）

（予算人員119人、1人当たり給与費560万円）
（注）１．給与費は、当初予算額です。
　　　２．給与費には、退職手当を含みません。

4　一般職職員の初任給の状況
　　（令和２年４月１日現在）

区　　　分 平均給料月額 平均給与月額 職員数 平均経験年数 平均年齢
一般行政職 318,800円 338,402円 111 23年09月 45.10歳

区　　　分 鰺　ヶ　沢　町
初　 任 　給（国と同様） 採用２年経過日給料額

行政職 大　卒 182,200円 193,900円
高　卒 150,600円 158,900円

（注）１．区分は、給与実態調査によるものです。
　　　２．給与には、給料のほか各種手当（扶養・通勤・住居・時間外ほか）

を含みます。

　公表様式は、全国統一となっております。
　なお、さらに詳しい状況については、近日中に町ホームページで公表いたします。
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特
殊
勤
務
手
当（
元
年
度
）

区　　　　分 全　職　種

職員全体に占める手当支給職員の割合 ０％

支給対象職員１人当たり平均支給年額 ０円

代 表 的 な 手 当 の 名 称 伝染病防疫
作業手当

時
間
外
勤
務
手
当

30年度
支　給　総　額 1,250千円

職員１人当たり支給年額 10千円

元年度
支　給　総　額 14,267千円

職員１人当たり支給年額 117千円

（注） 元年度は、選挙事務があったことから支給額が多く
なっています。

区分 内　　　　容（月　　額） 国の制度
との異同

扶養手当

配偶者 6,500円

同
父母等 6,500円

子 10,000円

16歳から22歳までの子の加算額
　　　　　　　　　　　　　１人につき　5,000円

住居手当 借　家　（借　間）　　　　　　限度額　27,000円 同

通勤手当
交通機関等利用者　　　限度額　　　　　55,000円
交通用具利用者　　　　2㎞　　 （2,000円）～
（自家用車等）　　　　80㎞以上（46,000円）

異
（県と同じ）

8　部門別職員数の状況と主な増減理由
区　　　　　分 職員数（人） 増減（人） 主な増減理由令和元年① 令和２年② ②－①

一 般 行 政 部 門

議 会 2 2 0

総 務 企 画 42 42 0

税 務 7 5 △ 2 短時間再任用職員対応による職員数減
民 生 16 16 0

衛 生 6 6 0

農 林 水 産 13 13 0

商 工 7 6 △ 1 機構改革に伴う職員数減
土 木 9 9 0

小 計 102 99 △ 3

特 別 行 政 部 門 教 育 16 19 3 機構改革及び教育業務強化に伴う職員数増
小 計 16 19 3

普　通　会　計 118 118 0

公 営 企 業 等
会 計 部 門

病 院 0 0 0

水 道 5 5 0

下 水 道 0 0 0

そ の 他 13 13 0

小 計 18 18 0
合　　　　　計 136 136 0

（注）１．職員数は地方公務員の身分を保有する休職者等を含み、会計年度任用職員等を除いています。
　　　２．職員数のとらえかたの違いにより、給与の状況等における職員数とは一致しません。

７　特別職の報酬等の状況（令和２年４月１日現在）
区　分 給料月額等 期　末　手　当

給　料
町　　　長
副　町　長
教　育　長

707,000円
565,000円
509,000円

（2年度支給割合）
6月期　1.35　月分

12月期　1.50　月分
計　　2.85　月分

報　酬
議　　　長
副　議　長
議　　　員

245,000円
210,000円
200,000円

（2年度支給割合）
6月期　1.35　月分

12月期　1.50　月分
計　　2.85　月分

9　職員数の推移� （単位：人）　　　　　　　

年　度
部門別

28年 29年 30年 元年 2年
過去５年間の増減数（率）
（人） （％）

一 般 行 政 112 108 106 102 99 ▲ 13 （　▲ 11.6）

教 　 育 19 17 16 16 19 0 （　 　 0.0）

消 　 防

普 通 会 計 計 131 125 122 118 118 ▲ 13 （　 ▲ 9.9）

公営企業等会計計 15 19 18 18 18 3 （　　 20.0）

総 合 計 146 144 140 136 136 ▲ 10 （　 ▲ 6.8）

（注）各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。
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　釣町の三宅久さんが２月19日、めでたく100歳の誕生日を
迎えました。同日、現在入所しているグループホームやよい荘
を平田町長が訪れ、顕彰状と記念品を贈呈しました。
　三宅さんは北海道出身。夫の正典さんとの結婚を機に鰺ヶ沢
町に移り住み、３人の子どもと孫２人、ひ孫１人に恵まれまし
た。長男の啓道さんによると、今は食が細くなったが、昔は３
食をよく食べ、適度な運動をしていたことが長生きの秘けつで
はないかと話していました。施設職員と入所者から誕生日をお
祝いされた三宅さんは、「ありがとうございます」と話してい
ました。

三宅久さん　100歳おめでとうございます

　町教育委員会では、文化財保管施設（旧なるさわ保育園）に
明治から昭和中頃までの民具約2,000点を保管し、地域や学校
の歴史学習などが行われる際には公開をしています。
　２月19日、西海小学校（森山智明校長）３年生が、同施設
でふるさと学習を行いました。
　この学習は、昔と今の道具を比べてどのような違いがあるか
を学ぶことを目的に行われました。ほとんど見たことがない昔
の民具を目にした児童は、学芸員の解説のほか、どのように
使っていたか実際にふれて確かめていました。齊藤仁君は、「足
で踏むミシンを初めて見た。昔の人は道具を大事に使っていた
ことを学んだ」と話していました。

文化財保管施設を歴史学習で活用

　鰺ヶ沢地区消防事務組合は、一人暮らしの高齢者宅を訪問し、
住宅用火災警報器の取り付けなどを行いました。
　今回取り付けられる住宅用火災警報器は、一般社団法人青森
県消防設備保守協会から無償譲渡されたものです。
　２月22日、兼平イネさん宅を同組合と目内崎婦人防火クラ
ブ（伊藤真規子隊長）が訪れ、伊藤隊長から兼平さんに住宅用
火災警報器が手渡されました。寝室に警報器を取り付けても
らった兼平さんは、「普段から火事には気をつけているが、取
り付けてもらうとまた安心する」と話していました。

火災に気をつけて　住宅用火災警報器を設置

　鰺ヶ沢スキークラブ主催の「2021年町
民スキー教室」が、１月31日と２月７日
の２日にわたって青森スプリング・スキー
リゾートで行われ、初心者から上級者まで
40名が集まりました。
　参加者は、それぞれのレベルに合わせて
指導員から基本を教わりました。スキーの
技術習得と楽しさを覚えた子どもたちは、
来シーズンも参加したいと話していました。

2021年町民スキー教室　
� コロナに負けず無事終了

スキー教室に参加した子どもたち

100歳を迎えた三宅さん（中央）

住宅用火災警報器を手渡す伊藤隊長（右）

昔の脱穀機を足で回す児童
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　２月24日、青森県警察音楽隊29名が西海小学校（森山智明
校長）を訪れ、ふれあいコンサートを開催しました。
　となりのトトロをはじめとしたジブリメドレーやクラシック、
子どもたちに大人気の鬼滅の刃のテーマ曲などを鑑賞した児童
からは大きな拍手が湧きあがりました。
　また、音楽隊の指揮を体験した今彩羽さん（４年）は、「指
揮者をやれてうれしかった」と話していました。
　県警音楽隊のカラーガードの一員として演技した今真華さん
は西海小学校出身。今さんは、「コロナの影響でこのような機
会が少ない中、母校でやれたことは嬉しい」と話していました。

県警音楽隊がふれあいコンサート

　株式会社杉澤興業（杉澤康晴代表取締役社長）は２月22日、
わさおの銅像建立を計画している「わさおありがとう実行委員
会」の工藤健副委員長に企業協賛金200万円を贈呈しました。
　杉澤社長は、「わさおのこれまでの活動に恩返しと感謝を示
すために協賛した。町に勇気と感動を与えてくれたわさおの功
績を語り継いでいきたい」と述べました。工藤副委員長は、「飼
い主の菊谷忠光さんとちょめが見守る中、とても力強い支援を
いただいた」と謝辞を述べていました。同実行委員会が計画し
ているわさおの銅像は７月～９月頃の完成を目指し、海の駅わ
んど敷地内に建立予定です。

わさお銅像建立に役立てて　杉澤興業が協賛金１号

　２月27日、鰺ヶ沢町ニューツーリズムプロジェクト実行委
員会が、モニターツアー「港町あじがさわロマン散歩」を開催
しました。
　これは、観光庁が支援する「誘客多角化等のための魅力的な
滞在コンテンツ造成実証事業」に、同実行委員会が提案したプ
ロジェクトが採択されたことから行われたものです。
　参加者は、２日間かけて港町の散策やスノーシューをはいて
トレッキングなど行いました。また、２日目の昼食では「イト
ウ」を使った「幻の魚イトウ三昧御膳」を試食。参加者からは、
「イトウの天ぷらやてまり寿司がおいしかった」といった感想
が聞こえていました。

幻の魚を使った「イトウ三昧御膳」を試食

　２月22日、町は、河川の氾濫と土砂災害を想定した鰺ヶ沢
町災害対策図上訓練を町役場で実施しました。
　訓練は、災害対応能力の向上と危機管理意識の高揚を目的と
して行われ、仮想の被害状況を伝える進行管理者と、伝えられ
た被害状況の対応を行う訓練参加者に分かれて行われました。
　終了後、参加者からは避難所の開設にとまどったことや防災
無線の活用などといった意見や課題が出されました。平田町長
は、「作戦の立て方、体制のあり方に反省点があった。今後も
最善を尽くせるよう対応する」と話していました。

鰺ヶ沢町図上訓練を実施

仮想の被害状況を確認する訓練参加者

演奏を行う県警音楽隊

幻の魚イトウ三昧御膳

左から杉澤社長、工藤副委員長、菊谷さん
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、
昭
和
30
年
の
町

村
合
併
後
も
新
鰺
ヶ
沢
町
の
役
場
と
し
て
使

わ
れ
続
け
ま
し
た
。
た
だ
し
、
建
物
は
郡
役

所
と
し
て
明
治
時
代
に
建
て
ら
れ
た
も
の

だ
っ
た
の
で
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
町
は
庁

舎
新
築
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
昭
和
48
年
、
本
町
二
丁
目
前
の
埋

立
地
に
建
て
ら
れ
た
の
が
、
４
代
目
と
な
る

現
在
の
町
役
場
で
す
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

３
階
建
て
の
庁
舎
は
、
当
時
、
西
北
五
地
方

で
は
五
所
川
原
市
役
所
（
昭
和
46
年
新
築
）

に
次
い
で
大
き
な
役
場
庁
舎
と
し
て
注
目
を

集
め
た
も
の
で
す
。
同
年
４
月
23
日
か
ら
新

庁
舎
で
の
執
務
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

あ
の
日
か
ら
48
年
。
町
の
喜
び
や
悲
し
み

と
と
も
に
歩
み
続
け
て
き
た
４
代
目
町
役
場

も
、
令
和
３
年
４
月
30
日
を
も
っ
て
長
い
役

目
を
終
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

■
そ
し
て
新
時
代
へ

　

か
つ
て
町
の
文
化
・
経
済
の
中
心
で
あ
っ

た
港
町
に
代
わ
っ
て
、
新
た
に
防
災
・
災
害

復
興
拠
点
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
５
代
目
の

町
役
場
が
誕
生
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
町
役
場
が
高
台
に
移
っ
た
か
ら

と
言
っ
て
、
１
３
０
年
以
上
に
わ
た
り
町
を

支
え
て
き
た
歴
史
や
文
化
が
途
絶
え
る
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
庁
舎
が
新
た
な
町
の
歴

史
を
作
っ
て
い
く
の
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
れ

ま
で
育
ん
で
き
た
町
中
心
部
の
歴
史
・
文
化

の
良
さ
を
伝
え
生
か
し
て
い
く
新
時
代
の
ま

ち
づ
く
り
が
、
今
始
ま
っ
た
と
言
っ
て
も
良

い
で
し
ょ
う
。

 

（
町
学
芸
員　

中
田
）

新築当初の４代目の町役場（昭和48年～現在）

３代目の町役場（大正15年～昭和48年）

①郡役所と②町役場（大正７年の地図）

２代目の町役場（大正11年～15年）
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こ
れ
ま
で
の
お
さ
ら
い

　
私
が
住
ん
で
い
る
愛
知
県
で
は
、
よ
う
や

く
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
平
穏
な

日
々
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
長
期
に
わ
た
っ
た
在
宅
勤
務
が
終
わ
り
、

現
在
私
は
愛
知
県
の
豊
川
市
と
い
う
と
こ
ろ

に
お
り
ま
す
。
同
市
は
日
本
三
大
稲
荷
の
一

つ
と
し
て
知
ら
れ
る
「
豊と
よ

川か
わ

稲い
な

荷り

」
が
有
名

で
す
ね
。
正
式
に
は
「
妙み
ょ
う
ご
ん
じ

厳
寺
」
と
い
う
曹

洞
宗
寺
院
で
、
室
町
時
代
に
創
建
さ
れ
て
以

来
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
な

ど
、
多
く
の
武
人
か
ら
信
仰
を
集
め
ま
し
た
。

現
在
も
年
間
五
百
万
人
も
の
参
拝
客
が
訪
れ

る
よ
う
で
、
私
が
参
拝
し
た
平
日
も
多
く
の

人
で
賑
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
数
年
ぶ
り
に

引
い
た
お
み
く
じ
は
「
凶
」。「
健
康
面
　
医

者
に
か
か
る
」
…
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
も
始
め

よ
う
か
な
…
。

　
さ
て
、
今
号
以
降
で
は
今
一
度
工
藤
カか

子ね

さ
ん
に
焦
点
を
当
て
、
聞
き
書
き
で
は
知
り

得
な
か
っ
た
同
氏
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
に

迫
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
何
度
も
記
し
て
き
た
こ
と
で
す

が
、
私
は
カ
子
さ
ん
の
逝
去
が
工
藤
家
に

と
っ
て
の
大
き
な
転
換
点
で
あ
っ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
カ
子
さ
ん
の
逝
去
を

き
っ
か
け
に
、
そ
れ
ま
で
工
藤
家
が
所
蔵
し

て
い
た
神
仏
や
呪
具
を
五
所
川
原
市
の
大
善

院
に
預
け
る
こ
と
で
、
同
家
の
宗
教
性
が
潜

在
化
す
る
道
筋
を
た
ど
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
思
う
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
考
え

る
と
、
も
と
も
と
修
験
者
が
住
ま
う
家
で

あ
っ
た
工
藤
家
に
お
け
る
宗
教
的
系
譜
の
担

い
手
は
、
カ
子
さ
ん
が
最
後
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

　
カ
子
さ
ん
が
行
な
っ
て
い
た
様
々
な
活

動
、
つ
ま
り
オ
シ
ラ
サ
マ
を
祀
っ
た
り
、
太

鼓
を
叩
き
な
が
ら
経
を
唱
え
た
り
す
る
行
為

は
、
津
軽
地
方
の
民
間
宗
教
者
で
あ
る
カ
ミ

サ
マ
の
活
動
に
近
い
（
前
回
参
照
）。
工
藤

家
で
は
、
カ
子
さ
ん
が
カ
ミ
サ
マ
の
よ
う
な

宗
教
者
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
小
森
集
落
に
住
む
あ
る
方
は
、
カ
子

さ
ん
を
「
カ
ミ
サ
マ
の
よ
う
な
人
」
と
認
識

し
て
お
り
、
家
の
内
外
で
そ
の
認
識
は
異
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
一

般
の
家
で
は
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
行
為
、
つ
ま
り
宗
教
的
行
為
を
行
な
っ
て

い
た
こ
と
は
事
実
で
す
。

　
今
回
は
お
さ
ら
い
も
含
め
こ
こ
ま
で
。
次

回
で
は
、
文
献
に
残
る
記
録
か
ら
カ
子
さ
ん

の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
迫
っ
て
い
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
お
楽
し
み
に
。

�

（
青
森
県
民
俗
の
会
　
櫻
井
歓
太
郎
）

［
第
12
回
］

東日本大震災10周年 「鰺ヶ沢と災害」 パネル展開催
　平成23年（2011）３月11日の東日本大震災から10年
を迎え、いま改めて「災害の記憶」の伝承が求められ
ています。町教委では、大震災発生時の町の様子や、
町の災害の歴史を紹介するパネル展を日本海拠点館で
開催中です。
　歴史をひも解くと、津軽地方はもともと地震の発生
が多く、江戸時代には西海岸で津波による被害も出て
います。昭和58年の日本海中部地震では、赤石漁港の
工事現場で３人が死亡し、町は住宅や道路など被害額
83億円に及ぶ震災に見舞われました。
　終戦直前の昭和20年には、雪泥流で大然集落が全滅
するという国内最大の大災害も起こっています。戦後
は、中村川や赤石川などで大洪水が相次ぎました。
　海・山・川の豊かな自然に恵まれた鰺ヶ沢町は、同
時に自然の脅威にもさらされてきた町でした。ぜひ多
くの皆さんに、過去の教訓として歴史を振り返ってい
ただければ幸いです。� （町学芸員　中田）

期間：５月９日（日）まで　9：00～17：00� 問社会教育課　社会教育班（内433）
場所：日本海拠点館　２階多目的フロア（月・火曜日休館）� 日本海拠点館［℡72－5555］ �　

◆鰺ヶ沢町の主な災害史（江戸時代以降）
明和３年（1766） １月 明和大地震 延寿院に供養塔あり
寛保元年（1741） ７月 寛保津波 松前大島噴火
寛政４年（1792） 12月 寛政大地震 西海岸一帯に津波等
昭和20年（1945） ３月 大然雪泥流 集落全滅（88名死亡）
昭和33年（1958） ８月 中村川洪水 舞戸橋など13橋流出
昭和47年（1972） ７月 赤石川洪水 南金沢小など流出
昭和58年（1983） ５月 日本海中部地震（津波で３名死亡）

写真パネル約80枚を展示

広報あじがさわ４月号　まちの歴史回廊
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問青森県立鰺ヶ沢高等学校［☎72－2106］

    

鰺
高
通
信

～鰺ヶ沢高校行事予定（４月）～

・７日（水）　�新任式・入学式・ＰＴＡ入
会式

・８日（木）　１学期始業式・身体測定

・９日（金）　生徒会入会式
� 新入生オリエンテーション

・12日（月）　委員会組織会
� 新入生オリエンテーション

・13日（火）　部活動組織会

・19日（月）　スマホケータイ安全教室

・23日（金）　前期生徒大会

・26日（月）　交通安全教室

〇
卒
業
証
書
授
与
式

　

３
月
１
日
（
月
）
、
令
和
２
年
度
卒
業
証

書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
や
保

護
者
が
見
守
る
中
、
18
名
の
卒
業
生
は
凜
々

し
く
爽
や
か
に
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

〇
表
彰
式
・
緑
ヶ
丘
同
窓
会
入
会
式

　

２
月
28
日
（
日
）
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
高
校
生
活
で
の
様
々
な
努
力
が
認
め

ら
れ
、
下
表
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
の
今
後
の
活
躍
に
御
期
待
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
緑
ヶ
丘
同
窓
会
入
会
式
も
行
わ

れ
、
同
窓
会
副
会
長
今
千
恵
様
か
ら
歓
迎
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
卒
業
生
は
、
こ

れ
か
ら
同
窓
生
と
し
て
母
校
鰺
高
を
盛
り
上

げ
て
い
こ
う
と
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま

し
た
。

◆令和２年度卒業生の表彰者について◆
校 内 賞 表　　彰　　者
優 良 賞 八木橋　恵　夢 寺　沢　久瑠弥
皆 勤 賞 八木橋　恵　夢 兼　平　　　暖

校 内 賞 活　動　内　容 表　彰　者
特別功労賞 SBP研究会、生徒会 寺　沢　久瑠弥

功 労 賞

SBP研究会、ECみらい塾、
生徒会 櫻　庭　えりな

SBP研究会、ECみらい塾 白　戸　　　鈴

SBP研究会、生徒会 兼　平　　　暖
寺　沢　莉　乃

SBP研究会
斎　藤　太貴伸
渋　谷　　　海
今　　　悠　乃

精 励 賞 ECみらい塾 川　村　翔　午

校　　外　　賞 表　彰　者
青森県高等学校ＰＴＡ連合会長賞 寺　沢　莉　乃
全 国 商 業 高 等 学 校 協 会
卒 業 生 成 績 優 秀 者 花　田　琉之介

日 本 電 卓 技 能 検 定 協 会
日 本 電 卓 技 能 検 定 協 会 賞

渋　谷　　　海
花　田　琉之介

同窓会入会式の様子 表彰式の様子

卒業証書授与式の様子
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【４月の健康相談日程】
日（曜日） 時　　間 地　区 会　　場
14日（水） 13：00～14：00 漁 師 町 ・ 釣 町 ・ 新 地 町 ・ 堀 切 沢 漁 師 町 集 会 所
20日（火） 10：00～12：00 富　　 根　 　町 富 根 町 集 会 所
20日（火） 11：00～13：00 牛　　　　　　島 牛 島 集 会 所

【４月の乳幼児健診日程】※受付時間をご確認のうえ、ご来場ください。
健　診 健診日［受付時間］ 場　所 対　　象 持参するもの

乳児健診 ４月15日（木）
［13：00～13：20］

中央公民館
２階和室

3か月児：令和２年12月生まれ�
6か月児：令和２年10月生まれ
10か月児：令和２年 6月生まれ

母子健康手帳
バスタオル　　

� 問ほけん福祉課　健康推進班（○内175・176・177・178・179）

毎月１日は「あじがさわ健康の日」

野菜を食べていますか？
　「健康日本21(第二次)」では、生活習慣病などを予防し、健康な生活を維持するための目標のひとつに「野
菜類を１日350g以上食べましょう」と掲げられています。
　１日に小鉢５皿分が目安です。今回は、野菜を食べることのメリットをご紹介します。

※健康日本21：国民の健康の増進の推進に関する基本的な方向や健康の増進の目標を定めたもの

４月のテーマ「野菜」

野菜は低エネルギー低脂肪で、食事の初めに食べることで満腹感が得られ、主食や
主菜の食べすぎを防ぎます。

肥 満 予 防

野菜に含まれる食物繊維には、糖質の吸収をゆるやかにして血糖値の上昇を抑える
効果や、コレステロールなどの余分な脂質を体外に排出する効果があります。

高血糖予防

野菜に含まれるカリウムがナトリウムの排泄を促し血圧を下げます。高血圧予防

新型コロナウイルスワクチン接種対策室からのお知らせ

新型コロナウイルスワクチンの住民接種について
　４月から新型コロナウイルスワクチン接種を実施します。ワクチン接種の開始時期や各種お知らせは、引き
続き毎戸配布のチラシ等でお知らせする予定です。

◆対象となる方に、順次接種券をお送りします
　新型コロナワクチンは、国が定める順に接種を行うこととしています。ご自身の接種の順番をご確認いた
だき、順番がくるまでお待ちください。

◆ワクチンを接種するには予約が必要です
　会場での混雑回避やワクチンを効率よく使用するため、ワクチン接種は、事前予約制としています。予約
の際は、『新型コロナワクチン相談・予約窓口』で予約をお願いします。
　予約開始の時期につきましては、今後の毎戸配布チラシ等でご確認ください。

◆病気で治療中の方へ
　現在、何らかの病気で治療中の方は、予診票に記載されている「その病気を診てもらっている医師に予防
接種を受けてよいと言われましたか」という質問事項に回答できるよう、かかりつけ医と事前にワクチンを
受けるかどうか相談しておきましょう。
� 問新型コロナワクチン相談・予約窓口　☎82︲0909（平日９：00～16：30）
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問総務課　総務班（○内212、273）

　令和３年５月６日（木）の役場新庁舎のオープン前に、町民の皆さまに一足早くお披露目します。ぜひ見学にお
越しください。
◆日時：４月18日（日）
　　　　午前の部　第１回目入場 ９時　　第２回目入場 10時　　第３回目入場 11時
　　　　午後の部　第１回目入場 １時　　第２回目入場  ２時　　第３回目入場  ３時
　　　　※内覧を希望する入場時間の10分前には、新庁舎前にお集まりください。
　　　　※人数が多い場合は、感染症対策としてグループ（５～10人）に分けての入場となります。
　　　　※内覧時間は、およそ30分程度です。
◆場所：鰺ヶ沢町役場新庁舎　鰺ヶ沢町大字舞戸町字鳴戸321番地（旧鰺ヶ沢第一中学校敷地）
　　　　※新庁舎敷地内の入口は南側にあります。
◆申込：不要。直接会場へお越しください。
　　　　※会場では、マスクの着用と受付での検温等にご協力ください。

役場新庁舎の
内覧会を開催します

14
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総 合 窓 口 課 会計班、戸籍年金班、生活衛生班、課税班、納税班

ほ け ん 福 祉 課 健康推進班、国民健康保険班、介護保険班、地域包括支援センター、福祉班、
子ども家庭班、母子支援センター

農 林 水 産 課 環境整備班、水産班、農業経営班、農業委員会事務局
水 道 課 上水道班、下水道班

総 務 課 総務班、防災班、人事班、財政班
政 策 推 進 課 政策調整班、地域経営戦略班、観光商工班
建 設 管 財 課 土木班、都市計画班、財産管理班
議 会 事 務 局 議会事務局
教育委員会 学校教育課 学校教育班
教育委員会 社会教育課 社会教育班、スポーツ振興班

新庁舎フロア図

町民ホール １階フロア 議場

日直室

母子支援

ロビー

談話室2 談話室1

会議室１会議室２

風除室会計窓口

町民ホール

自販機コーナー

総合窓口課

総合窓口課

▲ ＥＶ

ほけん福祉課
案内

農林水産課
農業委員会

水道課 センター

風除室

風除室

委員会室

選挙管理

出入口

▲
出入口

▲休日・夜間入口

F1

建設管財課

正副議長室

議員控室委員会室２ 委員会室１ラウンジ応接室

町長室受付

町長室 副町長室 教育長室庁議室

ＥＶ

総務課 政策推進課

社会教育課

学校教育課

ロビー

議会事務局

議　場

2F
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　令和２年１月から12月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準（10aあたり）は、以下のとお
りとなっています。
【田（水稲）の部】

地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

赤石地区 11,700円 23,200円 5,000円 227

中村地区 10,400円 20,000円 3,000円 84

鳴沢・鰺舞地区 8,900円 17,500円 5,000円 59

町 平 均 10,300円 370

※１　データ数は、賃貸借の契約数。
※２　�賃借料を何俵相当額／10ａとしている場合は、玄米60㎏あたり11,600円（令和２年ＪＡ米・つがるロ

マン１等概算払い金）で換算している。
※３　金額は、算出結果を四捨五入し100円単位としている。
※４　「（参考）鰺ヶ沢町平均」の平均額は、各区分の平均値（四捨五入前）をデータ数で平均した値である。

【畑（普通畑）の部】
地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

赤石地区 5,100円 5,200円 5,000円 ２

中村地区 3,600円 5,000円 3,000円 53

鳴沢・鰺舞地区 3,500円 11,400円 2,600円 ８

町 平 均 4,100円 63

◇◆令和２年 鰺ヶ沢町賃借料情報◆◇

★ オペレーター賃金
（１日あたり） 7,000円

★ 農作業労働賃金　
田畑別 作　業　内　容 標　準　賃　金
田 水田一般作業

１日８時間労働
賄い等なし
男女同額

6,400円

りんご
り ん ご 剪 定 8,000円～10,000円
りんご一般作業 6,400円

畑 畑 一 般 作 業 6,400円

★ 機械等作業料金（運転手つき）
機械別 作　業　内　容 標準額 備　　　　　考

ト
ラ
ク
タ
ー

田 耕 起 10ａあたり 4,000円
田 荒 か き 〃 3,000円 ２回
田 し ろ か き 〃 4,000円 ２回
耕起・あら・しろかき 〃 11,000円
畑 耕 起 〃 4,000円 ２回

バ イ ン ダ ー 〃 6,000円 糸持参
ハ ー ベ ス タ ー 〃 7,500円

コ ン バ イ ン 〃 11,000円 刈取り～運搬まで･結束付1,000円増
区画整備外　13,000円

田 植 機
〃 5,000円 苗なし
〃 23,000円 苗付・苗箱35枚見当
〃 5,500円 側条植

農薬散布（農薬代含まず）
〃 1,100円 ヘリコプター使用の場合
〃 1,000円 ブームスプレーヤーの場合

畦 塗 り 機 〃 3,000円 100ｍ片道超低速運転
米 の 乾 燥 ・ 調 整 60㎏あたり 1,600円

令和３年度鰺ヶ沢町農作業労働賃金等標準額を下記のとおり設定しました。農業経営の参考としてお役立てください。

令和３年度 鰺ヶ沢町農作業労働賃金等標準額表
令和３年度鰺ヶ沢町農作業労働賃金等標準額を下記のとおり設定しました。農業経営の参考としてお役立てください。

※賃金、料金は税込です。

※ 表にない項目について
は、双方協議してくだ
さい。

※ 参考：青森県最低賃金
は、令和２年10月３日
に時給793円に改定さ
れました。

◆ 農地移動の申請（農地
法第３条）は、毎月20
日までに申請してくだ
さい。

◆ 農地転用（農地法第４
・５条）に関すること
は、事前にご相談くだ
さい。

問農林水産課　農業委員会（○内243・244・245）
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　犬の飼い主は、狂犬病予防注射（年１回）と登録（生
涯１回）を行うことが法律で義務づけられています。
　町では、集合注射のため下記の日程で町内を巡回しま
すので、飼っている犬には必ず予防注射をしましょう。
　また、登録されていない犬（生後91日以上）は、必
ず登録をしましょう。
� 問総合窓口課�生活衛生班�

集合注射料金　３,300円��〈年に１回〉
新規登録料金　３,000円��〈犬の生涯に１回〉

４月19日（月）
対象地区 実施場所 実施時間

大 和 田
大 和 田
赤 石
姥 袋
日 照 田
館 前
川 崎
山 子 ・ 漆 原
金 沢
種 里
小 森
梨 中
一ツ森・大然
鬼 袋
深 谷
細 ヶ 平
黒 森

戸沼貨物給油所前
焼 い か 通 り
赤 石 公 民 館 前
消 防 屯 所 前
安 田 商 店 横
清 野 彰 史 宅 前
川 崎 バ ス 停 前
旧 田 中 商 店 前
兼 平 隆 一 宅 前
種 里 八 幡 宮 前
工 藤 商 店 前
太 田 清 徳 宅 前
白神自然学校前
鬼 袋 バ ス 停 前
深 谷 １ 号 橋 横
消 防 屯 所 前
黒 森 バ ス 停 前

９：00～９：10
９：15～９：25
９：30～９：50
10：00～10：05
10：15～10：20
10：25～10：35
10：40～10：45
10：50～11：00
11：10～11：20
13：15～13：20
13：25～13：30
13：35～13：40
13：45～13：55
14：00～14：05
14：15～14：20
14：25～14：30
14：35～14：40

４月20日（火）
対象地区 実施場所 実施時間

南 浮 田
湯 舟
小 屋 敷
山 田 野
山 田 野
建 石
建 石
北 開 拓
鳴 沢 駅 前
保 木 原
北 浮 田
川 尻
鳴 戸
上 野
上野・みどり団地
み ど り 団 地
坂 本 ニ

農業センター前
湯舟ふれあい館前
農業実習センター前
山田野中央橋前
山田野集会所前
老人憩いの家前
雲雀野バス停付近
齊 藤 輝 美 宅 前
鳴 沢 駅 前 広 場
農業センター前
北浮田公民館前
長谷川孝光宅前
集 会 所 前
佐 藤 商 店 前
みどり団地入口
山 下 信 宅 前
須藤住設側ごみステーション横

９：00～９：10
９：20～９：30
９：35～９：45
９：50～９：55
10：00～10：05
10：15～10：40
10：45～10：55
11：20～11：25
11：30～11：40
13：10～13：20
13：25～13：30
13：40～13：50
14：05～14：10
14：15～14：25
14：30～14：40
14：45～14：55
15：00～15：10

　   各種料金　   各種料金

　集合注射当日は、飼い犬の首輪はしっかり付けるこ
と。また、登録済みの方にはハガキが送付されますの
で、必ず持参してください。雨天でも実施します。
【飼い主の責任】①犬の放し飼いは絶対にしない　
②散歩時のフンの後始末はきちんとする　③みだりに
吠えたり人を噛んだりしないようきちんとしつける�
④捨てることなく終生飼う　以上を守りましょう！

　   お 願 い　   お 願 い

 令和３年度　予防集合注射日程

４月21日（水）
対象地区 実施場所 実施時間

東 町
館

中 下
大宮・浜横沢
長 間 瀬
除 木
一 本 杉
白 沢
松 代
滝 渕
中 村
中 村
間 木
長 平
和 開

元舞戸財産区集会所前
斉 藤 敦 宅 前
齋 藤 博 光 宅 前
小 野 商 店 前
消 防 屯 所 前
除木営農研修センター前
芦萢へき地保健福祉館前
白 沢 バ ス 停 前
松 代 バ ス 停 前
滝 淵 バ ス 停 前
中 村 公 民 館 前
旧中村小学校前
日 照 田 宅 前
中村設備駐車場
婦 人 ホ ー ム 前

９：00～９：10
９：15～９：25
９：30～９：40
９：50～10：00
10：05～10：10
10：30～10：35
10：45～10：50
10：55～11：05
11：15～11：20
11：30～11：35
13：10～13：20
13：25～13：35
13：40～13：50
14：00～14：15
14：25～14：30

４月22日（木）
対象地区 実施場所 実施時間

一 丁 目
浜 町 ・ 新 町
浜 町 ・ 釣 町
漁師町・富根町
新 地 町
淀 町
小 夜
西 松 島
七 ッ 石 町
田 中 町
岩 谷
岩 谷
三 ツ 沢
新 田
舞 戸 本 町
高 森 ・ 宮 浜
林 町
坂本一・浜毛
米町・二丁目

児 童 公 園 前
胸 肩 神 社 前
法 王 寺 駐 車 場

斉藤プロパン前

旧新保自動車横
旧みさき仕出し店前
菊 谷 三 朗 宅 前
斉 藤 電 設 前
戸沼モーター横
津軽森林管理署前
町営住宅駐車場
三 ツ 沢 入 口
児 童 公 園 前

越前医院向い（屯所前）

齋 藤 理 容 店 横
坂 本 踏 切 前
役 場 車 庫 前

９：00～９：10
９：15～９：25
９：30～９：40

９：45～９：50

９：55～10：00
10：05～10：20
10：25～10：35
10：40～10：45
10：50～10：55
11：00～11：10
11：15～11：25
11：30～11：35
13：15～13：30

13：35～13：40

13：45～13：50
13：55～14：05
14：10～14：20

※ 予防注射はどこの地区で受けてもかまいま
せん。

狂犬病予防注射の巡回接種が始まります
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★今月のおすすめ本★
≪一般書≫「夜市（よいち）」　
　著：恒川光太郎／出版社：角川書店
　妖怪達が様々な品物を売っている不思議な
市場「夜市」。小学生の時に夜市に迷い込ん
だ主人公・裕司は、弟と引き換えに「野球選
手の才能」を手に入れた。野球部のヒーロー
として成長した裕司だったが、弟を売ったこ
とに罪悪感を抱き続けていた。そして、弟を買い戻すため、
裕司は再び夜市を訪れた。第12回日本ホラー小説大賞受
賞作。
≪児童書≫「もしものせかい」　
　著：ヨシタケシンスケ／出版社：赤ちゃんとママ社
　大事なものを突然失った時、思いがけない
別れが訪れた時、心にぽっかりと空いた穴は
どうやって埋めたらいいのだろう？
　何度も読み返したくなる優しい世界。ヨシ
タケシンスケの新たな世界が広がる絵本です。
　おすすめ本は、日本海拠点館図書コーナー
で貸出をしていますので、ぜひご利用ください。
　新刊図書は好評につき、貸出中の場合があります。１人
２冊までの貸出制限にご理解とご協力をお願いいたします。
〈予約可〉
◇開館時間　９：00～18：00　　
◇休 館 日　月、火曜日
� （図書コーナーのみ第４木曜日もお休みです。）
� 問日本海拠点館　図書コーナー［☎72－5555］

鰺ヶ沢スイミングクラブ　　　
令和３年度　新規会員募集中!!

　令和３年度より、幼児コースの練習日が一部変更に
なります。
☆幼児コース
　練習日：週１回　木・土曜日（変更前：水～土曜日）
☆学童コース
　練習日：週１回または週２回　水～土曜日
※その他、詳しくはお問い合わせください。
� 申・問室内温水プール［☎72－5700］

光信公の館オープン
　光信公の館が、５月１日（土）にオープンします。
10月31日までの期間のうち、金・土・日のみ開館とな
りますので、ご注意ください。
　なお、５月１日（土）～９日（日）は休まず営業します。
［開館時間］５月～８月�　９：00～17：00
　　　　　　９月～10月　９：00～16：30
　　　　　　※閉館の30分前までにご入場ください。
［入 館 料］一般 300円／高校生 220円
　　　　　　小中学生 150円／幼児 無料
＊＊＊＊＊＊�解説会のご案内�＊＊＊＊＊＊

　種里城跡及び館内展示品（新展示資料など）に関する
解説（１時間程度）を行います。ぜひ、ご参加ください。
◇日時：５月１日（土）
　　　　解　説　会　10：30～
◇解説：町総括学芸員　中田　書矢　　
◇集合場所：光信公の館
� 問社会教育課　社会教育班［中央公民館内］（○内433）　
　 �光信公の館［☎79－2535］（種里町字大柳90番地）

鰺ヶ沢病院休診情報
４月７日（水）の歯科外来の診療は休診となります。
� 問鰺ヶ沢病院［☎72－3111］

施設休止情報
■白神キャンプ場
　白神キャンプ場は、平成８年のオープンから26年
が経過し、施設の老朽化が進んでいることから、令和
２年度末（令和３年３月31日）をもって施設を休止
することとなりました。
　町民の皆さまをはじめ、ご利用いただいておりまし
た皆さまには、大変ご迷惑をおかけしますが、何卒ご
理解のほどお願いいたします。
■白神の森遊山道
　熊の出没により運営を休止している同施設は、利用
者の安全を考慮し、当面の間、運営を休止します。
� 問政策推進課　観光商工班（○内265）

庁舎前ＡＴＭが撤去されます
　役場庁舎駐車場内に設置の青森銀行ＡＴＭコーナー
は、４月30日（金）午後７時をもって営業を終了し
ます。
　以降は、青森銀行鰺ヶ沢支店のＡＴＭコーナーをご
利用ください。
　詳しくは、青森銀行コールセンター（☎0120－41
－5689）へお問い合わせください。（受付：平日９：
00～17：00）
� 問総務課　総務班（○内213）
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固定資産（土地・家屋）縦覧帳簿の縦覧
　固定資産税の納税者は、自己の資産の評価が適正かどうかを判断できるように、町内の土地又は家屋価格等縦覧
帳簿をご覧になることができます。
　令和３年度の縦覧は、次のとおり行いますので本人確認ができるものを持ってお越しください。
◆縦覧期間：令和３年４月１日（木）～５月31日（月）　
◆時間：９：00～16：00（土、日、祝日を除く）
◆場所：総合窓口課　課税班
◆縦覧できる人：納税者、同居の親族、納税管理人、代理人（納税者の委任状が必要）※電話での照会はできません。
◆縦覧できる帳簿：土地価格等縦覧帳簿、家屋価格等縦覧帳簿
◆縦覧内容：土地価格等縦覧帳簿･･･所在、地目、地積、価格　
　　　　　　家屋価格等縦覧帳簿･･･所在、家屋番号、種類、構造、床面積、価格
◆手数料：無料
� 問総合窓口課　課税班（○内132）

マイナンバーカードを取得しませんか？　ＱＲコード付き交付申請書が送付されています
　マイナンバーカードを取得していない方（75歳以上、乳児を除く）を対象に、地方公共団体情報システム機構
（※J-LIS）から、マイナンバーカードQRコード付き交付申請書（以下、申請書）が令和３年３月末にかけて順
次送付されています。
　マイナンバーカードの申請は、本人の意思によるため任意ですが、今回送付される申請書を使い、郵送やスマー
トフォンなどにより、ご自宅からマイナンバーカードの申請ができます。この機会にぜひ、マイナンバーカードの
申請をお願いします。
　これに伴い、マイナンバーカードの受取等で窓口が混雑することが予想されますので、
新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、「マイナンバーカード交付通知」到着後に、
受取日時について電話予約のうえご来庁くださるよう、混雑緩和にご協力をお願いします。

不審な電話や訪問にご注意ください！
　申請書の送付に関しまして、町職員や地方公共団体情報システム機構（J-LIS）の職員がご自宅に伺ったり電話
でご連絡をすることはありません。マイナンバー制度に便乗した不審な電話等にご注意ください。
※地方公共団体情報システム機構（J-LIS）は、全国の都道府県・市区町村が共同して運営する組織です。
■詳しくは、マイナンバーカード総合サイト（https://www.kojinbango-card.go.jp）をご覧ください。
� 予・問総合窓口課　戸籍年金班（○内126、128）

2021年４月スタート！
東北デスティネーションキャンペーン「巡るたび、出会う旅。東北」

　東北デスティネーションキャンペーン（東北DC）とは、東北６県の自治体や観光関係者とJR６社などが一体
となって行う大型の観光キャンペーンです。東北DCでは、東北の魅力を国内外へ発信、東北観光のブランド化を
推進し、この機会に多くの方に東北を訪問していただきたいと考えています。
　町では、コロナ禍において、町民も観光客も安心安全に心地よく過ごせるよう、感染症
予防対策をしっかり取りながら、観光情報発信の魅力向上や、地元企業と連携した満足度
の高い受入体制の構築を進めていきます。
　地域の元気を取り戻すためにも、全町を挙げた「おもてなし」にぜひご協力ください。
◆期間：令和３年４月～９月
� 問政策推進課　観光商工班（○内254）
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　母子支援センターでは、離乳食時期のお子様の保護者を対象に令和２年度離乳食教室（２回目）を開催しま
した。今回は「赤ちゃんからの食育と離乳食作りのポイント」をテーマに、大人の「ハンバーグ」メニューか
らの取り分けで、離乳各期に合わせたおいしい離乳食を４種類作りました。
　参加された方は、お子さんの月齢や発達に合わせた食材のやわらかさ・大きさ・量などを学び、また栄養士
から指導・アドバイスを受けました。
　新年度も離乳食教室を開催する予定ですので、ぜひご参加ください。
　また、教室以外でも、離乳食や育児にまつわるご相談を随時承りますのでお声がけください。
　令和２年度も母子支援センターだよりにお付き合いくださりありが
とうございました。令和３年度も育児に役立つ情報発信を心がけます
ので、どうぞよろしくお願いします。
　

　　　　　　　　　　　　　・ポイント１　頑張りすぎない
　　　　　　　　　　　　　・ポイント２　簡単に作れる
　　　　　　　　　　　　　・ポイント３　おいしい♡
　

問ほけん福祉課 子ども家庭班 母子支援センター（○内300・301） メールアドレス：boshi-center@town.ajigasawa.lg.jp

あなたの育児、応援しています！！

松くい虫とナラ枯れ被害の予防
　松くい虫被害は、マツノマダラカミキリという昆虫に
よって運ばれるマツノザイセンチュウという小さな線虫が
マツの木に侵入することによってマツが枯れてしまう伝染
病のことで、県内では深浦町と南部町で被害が発生してい
ます。
　また、ナラ枯れ被害は、カシノナガキクイムシという昆
虫が運ぶナラ菌によってミズナラやカシワなどのナラ類が
枯れる伝染病で、県内では弘前市、西目屋村、五所川原市、
つがる市、鰺ヶ沢町、深浦町、中泊町の７市町村で被害が
発生しています。
　これらの被害が、県内各地で発生するようになると、農
林水産業をはじめとする産業・経済のほか、本県が誇る自
然景観などに大きな影響を与えます。
　このため、以下の３点について住民の皆さまのご協力を
お願いします。
１�．マツノマダラカミキリとカシノナガキクイムシは、伐
採した際に発生する臭いに集まる習性があるため、これ
らの昆虫の活動期（６～９月）には、マツとナラ類を伐
採しないようにしましょう。
２�．マツ丸太やマツ苗木、ナラ丸太を他県から持ち込むと、
県内に松くい虫被害やナラ枯れ被害を呼び込む可能性が
あるため、県内産のものを利用しましょう。
３�．被害を防ぐには、葉が黄色に変色したり、枯れたマツ
やナラ類を早い段階で取り除くことが大切です。
　�　身の回りで枯れている、または枯れかかっているマツ
やナラ類を見つけたら、町役場農林水産課、西北地域県
民局林業振興課、つがる森林組合までお知らせください。
　大切な森林資源を次の世代へ引き継ぐため、ご協力
をお願いします。
� 問農林水産課�環境整備班（○内256）

大切な森林を山火事から守りましょう
青森県山火事防止運動強調期間　４月１日～６月10日
令和３年全国統一標語

「あなたです　森を火事から　守るのは」
　森林は、木材生産のほか水資源のかん養、国土の保全、
保健休養など各種の公益的機能をもっており、私たちの生
活にいろいろな恩恵を与えてくれる緑の宝です。
　これから春もみじの季節を迎え、山菜採り、ハイキング
など森林を利用する機会が多くなりますが、春の野山は乾
燥しており、山火事が発生しやすくなっております。
　大切な森林を山火事から守るために、次のことに注意し
てください。
１　�枯草など火災が起こりやすい場所ではたき火をしない。
２　�農作業時など火の取り扱いには十分注意し、強風時や
乾燥注意報が出ている時は、たき火などは絶対しない。

３　たき火をするときは周囲にも知らせ、一人で行わない。
　　また、完全に消火するまではその場から離れない。
４　タバコ火は必ず消し、絶対投げ捨てない。
５　火遊びはしない。

　山火事の発生原因は、たき火やタバコの不始末などが多
いことから、火の取り扱いに十分注意し、多くの動植物が
育まれている大切な森林をみんなで守りましょう。

� 問農林水産課　環境整備班（○内256）

離乳食教室の様子
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国家公務員採用試験を実施します
　人事院では、国家公務員採用総合職試
験（院卒者試験・大卒程度試験）、一般
職試験（大卒程度試験）を実施します。
申し込みはインターネットから行ってく
ださい。
総合職試験（院卒者試験・大卒程度試験）
◆インターネット申込受付期間
　３月26日（金）９：00～４月５日（月）
  ［受信有効］
◆第１次試験日：４月25日（日）
一般職試験（大卒程度試験）
◆インターネット申込受付期間
　４月２日（金）９：00～４月14日（水）
  ［受信有効］
◆第１次試験日：６月13日（日）
　なお、申込方法や受験資格等の詳し
い内容については、人事院ホームペー
ジ（https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.
html）または下記にお問い合わせくだ
さい。
� 問人事院東北事務局　第二課試験係
� ［☎022－221－2022］

国税専門官採用試験を実施します
　仙台国税局では、バイタリティーあふ
れる国税専門官を募集しています。国税
専門官は、国の財政を支える重要な仕事
を担い、税務署等で、調査・徴収・検査
や指導などを行う税務のスペシャリスト
です。
◆受験資格
１ ．平成３年４月２日～平成12年４月１
日生まれの者
２ ．平成12年４月２日以降生まれの者で
次に掲げる者
　⑴ 　大学を卒業した者及び令和４年３
月までに大学を卒業する見込みの者

　⑵ 　人事院が⑴に掲げる者と同等の資
格があると認める者

◆申込受付期間：３月26日（金）～
　　　　　　　　４月７日（水）
◆申込方法：インターネットで申込
　国家公務員試験採用情報NAVI
　（https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo/html）
◆第１次試験日：６月６日（日）
　問仙台国税局　人事第二課試験研修係
� ［☎022－263－1111］
　　人事院東北事務局　　
� ［☎022－221－2022］

鰺ケ沢警察署での優良運転者の　　
更新受付と優良講習がなくなります
　４月１日から鰺ケ沢警察署での優良運
転者の更新受付と講習がなくなります。
70歳未満で運転免許（優良・一般等）の更
新をされる方は、下記をご利用ください。
◆近隣の更新場所・受付曜日
・青森県運転免許センター（月～金、日）
・弘前自動車運転免許試験場　　　　　
　（月～木、第２･４･５金曜、第１･３日曜）
・五所川原警察署（月～金）
※土、祝日、年末年始は閉庁日となります。
◆鰺ケ沢警察署で行う更新等の業務
・高齢者講習を受けた方の更新受付
・運転免許証の再交付申請
・国外運転免許証の交付申請
・運転免許証の記載事項変更
・運転免許の自主返納
・運転経歴証明書の交付申請
� 問鰺ケ沢警察署［☎72－2151］

鰺ヶ沢地区交通安全協会の
開設日時が変更になります

　鰺ヶ沢地区交通安全協会（鰺ケ沢警察
署内）の開設日時が、令和３年４月１日
から次のとおり変更となります。
◆開設日：毎週　火・水・木曜日
　　　　　（祝日・年末年始除く）
◆時間：８：30～16：30
　　　　（12：00～13：00は休憩時間）
◆業務内容
・青森県収入証紙（県証紙）の販売
・ 運転免許証用写真の撮影（安協加入者
500円、加入者以外の方1,000円）

・運転免許証の郵送（800円、認印持参）
・ 安全協会加入者に対する運転免許証更
新申請書類への記入のお手伝い　
※注意事項
◇ 月または金曜日に運転免許証の更新手
続きをされる方は、事前に県証紙と写
真（タテ３㎝×ヨコ2.4㎝）を準備し
て申請手続きを行ってください。
◇ 免許証の郵送を希望される方は、火～
木曜日に更新手続きを行ってください。
　詳細は下記へお問い合わせください。
� 問鰺ヶ沢地区交通安全協会
� ［☎72－2948］

鰺ヶ沢町地域職業相談室のご案内
　鰺ヶ沢町地域職業相談室は、ハロー
ワークと鰺ヶ沢町の共同運営施設です。
お仕事の内容や応募条件の確認、面接
対策や応募書類の書き方など、皆さまの
お仕事探しのお手伝いを行っております。
今お仕事をされている方も相談できます。
　また、全国のハローワークで受付した
求人票を見ることができ、春に向け求人
も更新されております。ぜひ、お気軽に
ご利用ください。
◆利用日：月曜日～金曜日
　　　　　（土日祝・年末年始除く）
◆時間：９：30～17：00
◆場所：鰺ヶ沢町中央公民館１階
� 問鰺ヶ沢町地域職業相談室
� ［☎72－3124］

自動車税種別割の　　　　
口座振替申込を受付中です

　県では、自動車税種別割の口座振替の
申込みを受け付けています。
　令和３年度分から口座振替を希望され
る方は、納税者本人の通帳と預金届出印
を持参のうえ、４月30日までに取扱金融
機関または地域県民局県税部にお申し込
みください。（すでに口座振替を申し込
まれている方でも、自動車の買換えやナ
ンバー変更により申込内容が変更となっ
た場合は再度申し込みが必要です。）
　また、これまで口座振替後に送付して
いました口座振替済通知書と自動車税種
別割納税証明書は、令和２年４月以降振
替分から送付を行っておりません。
　車検更新の際は、運輸支局等で自動車
税種別割の納付確認を電子的に行うこと
ができるため、自動車税種別割納税証明
書の提示が省略できるようになっていま
す。
※ ただし、振替直後の車検更新には納税
証明書が必要となる場合があります。
県ホームページ
https://www.pref.aomori.lg.jp/life/
tax/012_kouzaindex.html
� 問西北地域県民局　県税部納税管理課
� ［☎0173－34－2111］

--- 社会福祉法人 音 羽 会 --- 
 

〒038-2712 鰺ヶ沢町大字長平町字甲音羽山 65-412 

介護老人保健施設 ながだい荘（入所・通所）
☎0173-72-1122

グループホーム うぐいすの里    ☎0173-72-1314

 
 

〒036-8066 弘前市向外瀬字豊田 319-1 
住宅型有料老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅 

シニアシティ弘前          ☎0172-55-5858

天然温泉、全個室：エアコン・トイレ・洗面台・ミニキッチン 
（ＩＨ

ホームページ　http://otowakai.or.jp/

ヒータ）付
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令和３年度　移動年金相談を実施します
　日本年金機構弘前年金事務所では、五所川原市及びつがる市において移動年金相談を実施します。
　相談は「完全予約制」となっているため、必ず事前に電話予約をしてください。
　相談の際には、身分証明（運転免許証など本人確認ができるもの）をお持ちになり、代理の場合は「委任状」も必要です。
（任意のもので構いません。）
◆実施期間：令和３年４月～令和４年３月　※五所川原市は第２水曜日、つがる市は第４水曜日　
　　　　　　（つがる市の移動相談は、令和３年４月・令和４年２月に限り、開催曜日が異なります。ご注意ください。）
◆相談時間：10：00～15：00 

実施場所 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
五所川原市役所

（庁舎３階会議室３Ａ） 14日 12日 ９日 14日 11日 ８日 13日 10日 ８日 12日 ９日 ９日

つがる市役所
（２階相談室）

27日
（火） 26日 23日 28日 25日 22日 27日 24日 22日 26日 22日

（火） 23日

� 予・問弘前年金事務所　お客様相談室［☎0172－27－1339］

看護のお仕事移動相談
　青森県看護協会ナースセンターでは、
無料職業紹介事業として看護職の相談員
が最寄りのハローワークに出向いて、看
護職の皆さまのお仕事探しをサポートし
ます。ぜひお気軽にお越しください
◆ハローワーク五所川原
開催日： 4/28（水）、5/26（水）、6/23（水）、

7/28（水）、8/25（水）、9/22（水）
時　間：9：00～11：30（随時受付）
◆弘前就労支援センター（ヒロロスクエア内）
開催日： 4/19（月）、5/17（月）、6/21（月）、

7/26（月）、8/16（月）、9/27（月）
時　間：13：30～16：00（随時受付）
※ 青森県ナースセンター（青森市）では、
月曜日から金曜日の９時から16時まで、
来所・電話・メール等で、随時相談を
受け付けていますのでご利用ください。
問（公社）青森県看護協会
　　　　青森県ナースセンター
� 　［☎017－723－4580］
　メール：aomori@nurse-center.net

鰺ヶ沢町のみなさんの消費生活相談窓口
五所川原市消費生活センター

　身に覚えのない請求、悪質な訪問販売、
電話勧誘など「おかしいな」、「困ったな」
と思ったら、五所川原市消費生活センター
へお電話ください。相談は無料です。
　また、消費者ホットライン（☎188）では、
身近な消費生活センターや消費生活相談窓
口をご案内します。
令和３年４月から同センターの場所と相談
受付時間が次のとおり変更となります。
◆場所：五所川原市役所２階
　　　　五所川原市布屋町41番地１
◆相談受付時間：月～金　９：00～16：00
　　　　　　　　（祝日・年末年始除く）
※電話番号に変更はありません。
� 問五所川原市消費生活センター
� ［☎0173－33－1626］

中小企業にも同一労働同一賃金
の適用が開始されます！　　　
　４月１日から、中小企業にも「同一労
働同一賃金」が適用されます。
■ 「パートタイム・有期労働ポータルサ
イト」では、同一労働同一賃金に関す
る情報をお届けしています！
◇ 同一労働同一賃金の内容を動画で解説
しています。
◇ 取組事例、点検・
検討マニュアル、
チェックツールの
公開、オンライン
セミナーなどの案
内を行っています。
　https://part-tanjikan.mhlw.go.jp/
■ 具体的な労働管理の手法、制度の見直
しについては、青森県働き方改革推進
支援センター（☎0800︲800︲1830）に
ご相談ください。
� 問五所川原労働基準監督署　
� 労働時間相談・支援班
� ［☎0173－35－2309］

令和３年４月１日より税込価格の表示が必要になります
　消費税における総額表示の特例が令和３年３月31日で終了となります。４月１
日からは、税込価格の表示（総額表示）が必要になります。
◆対象： 店頭の値札・棚札、チラシ、カタログ、広告など、事業者が消費者に対

して行うどのような表示媒体でも対象となります。
※ 詳しくは、財務省ホームページ（https://www.mof.go.jp）の「消費税の総額表
示義務と転嫁対策に関する資料」をご覧ください。
� 財務省

イメージキャラクター
「パゆうちゃん」

・応募資格︓18歳～50歳くらいで製品の不良が見える方
（性別、経験は問いません） 

自動車用ゴム製品のバリ取り仕上げ及び外観検査 

・勤 務 地︓ご自宅で作業いただけます（作業用具一式は貸与） 

・時　　間︓8:00～20:00の好きな時に１日５時間程度 

・給　　与︓製品、数量により変動致します。詳しくはお問合せ下さい。 

     内職作業者大募集‼ 

㈱宮坂ポリマー青森 TEL︓0173-26-2888 
つがる市森田町森田月見野 370 

株式会社
宮坂ポリマー青森

お問合せ 受付時間︓月～金曜日 9:00～17:00 
担当︓検査課 斎藤 

平成 3年設立のつがる市誘致企業で 80名程の内職者が働いています 

西 北 五 税 務 関 係 団 体 協 議 会 

この社会あなたの税がいきている 

申告所得税及び復興特別所得税の口座振替日は5月31日（月）、個人事業者
の消費税及び地方消費税の確定申告の口座振替日は5月24日（月）です！  

事務局（五所川原商工会議所内） 0173-35-2121（寺山）

西北五税務関係団体協議会は、税知識の正しい理解と普及、納税道義の

高揚を目的として、下記の団体で構成されています。 

・五所川原商工会議所     ・五所川原税務署管内     ・五彰会 

・西･つがる商工会連絡協議会   青色申告会連合会 ・北五小売酒販組合 

・北五地域商工会ブロック会  ・公益社団法人五所川原法人会  ・鯵ヶ沢小売酒販組合 

・東北税理士会五所川原支部  ・五所川原間税会     ・五所川原税務署管内 

 農業青色申告会連合会 

イメージキャラクター

22

広報あじがさわ４月号　information ～お知らせ～



※ 下記は、関係者に確認のうえ、了承を得た方のみ
掲載しています。今月の戸籍の窓

鰺ヶ沢町の交通事故発生状況
（令和３年２月末現在）

▼発生件数　　　　 1件　（－ 1）
▼死 者 数　　　　 0人　（± 0）
▼傷 者 数　　　　 1人　（－ 1）
＜※カッコ内は前年との比較＞

《お問合せ》鰺ケ沢警察署交通課
（☎72－2151）

鰺ヶ沢町の人口
（令和３年２月末現在）

▼男　4,420人 （4,432 －12）

▼女　5,016人 （5,017 － 1）

▼計　9,436人 （9,449 －13）

▼世帯数　4,509 （4,510 － 1）

　※カッコ内は先月との比較

太　田　テルヱ　（67歳）　小　森　町

神　　　光　子　（89歳）　南 浮 田 町

盛　永　芳　元　（76歳）　新　　　町

中　田　　猛　　（72歳）　林　　　町

世　永　ミ　ホ　（92歳）　赤　　　石

一　戸　逸　雄　（73歳）　除　　　木

神　　　勝　雄　（89歳）　湯　舟　町

齋　藤　信　子　（84歳）　舞 戸 本 町

八　熊　和　子　（77歳）　漁　師　町

大　友　み　ね　（78歳）　小　　　夜

中　村　周　子　（62歳）　和 開 開 拓

花　田　信　子　（75歳）　長　平　町

井　上　柾　勝　（81歳）　建　石　町

工　藤　直　敏　（93歳）　長　平　町

（２月16日～３月15日届出分）

【法テラス鰺ヶ沢法律事務所の概要】
◆所 在 地　〒038︲2761
　　　　　　鰺ヶ沢町大字舞戸町字後家屋敷９⊖４
　　　　　　鰺ヶ沢町総合保健福祉センター内

◆業務時間　月～金　９：00～17：00
　　　　　　（土・日・祝日は休業）

◆電話番号　０５０－３３８３－８３６９

◆業　　務
①法律相談（面談による相談。事前予約制。）
・有料での法律相談
・�無料法律相談（収入や預貯金が少ない方。た
だし、刑事事件に関する相談は対象外。）
※�65歳以上のご高齢の方、障がいや病気で外出
ができない方など、法律事務所へ赴くことが
困難な場合には、弁護士による出張法律相談
ができる場合があります。お気軽に法テラス
鰺ヶ沢法律事務所までお電話ください。
②事件の受任
　訴訟手続代理業務や債務整理代理業務など

～鰺ヶ沢町にお住まいのみなさまへ～
　�弁護士に相談することなのか分からない場合
でもお気軽にお電話ください！！
　お待ちしております(^O^) ／

　　交通事故と保険
　自動車を運転するには免許が必要なのはもちろん
ですが、運転する自動車が自動車賠償責任保険（自
賠責）に入っていなければなりません。強制される
保険はここまでです。しかし、弁護士としての経験
からは任意保険に入っておくことを強くお勧めしま
す。損害賠償の支払いで必要になるのはもちろんで
すが、保険会社が相手と交渉してくれるというのも
大きいです。「自己の訴訟に善い裁判官となれる者
はない」と言われるように自分の状況を客観的に考
えられる人はほとんどいません。面倒な交渉は他人
に任せてしまいましょう。
� 弁護士　遠

えん

藤
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★まちのホームページ
　　　　　⇒　http://www.town.ajigasawa.lg.jp



　３月11日、網野仕出し店（淀町）の網野修代表が「幻の魚
イトウの押寿司」の完成報告に町役場を訪れました。
町が養殖に取り組んでいるイトウは、町内外に流通しています
が、町内事業者がイトウの加工品として商品開発したのは初の
試みとなります。
　網野社長は、「若い人から年配の人まで食べられるように味
付けして作った。コロナ禍で苦しんでいる町の力になれたら」
と話し、平田町長は「品のある味。町の名物として売り出して
いけたら」と期待していました。イトウの押寿司は、網野仕出
し店と海の駅わんどで販売中です。
　また、網野仕出し店ではイトウの押寿司のほかにもいろいろ
な商品をお取り寄せすることもできます。詳しくは網野仕出し
店ホームページをご覧ください。

イトウの押寿司完成を報告

卒業証書を受け取る生徒

押寿司の完成報告をした網野社長(左)

　鰺ヶ沢町唯一の町立教育・保育施設である鰺ヶ沢こども園が、令
和４年３月末日をもって閉園することとなりました。
　前身の鰺ヶ沢保育所の開所は昭和26年で、その歴史は70年に及
びます。その間には、実に3500名以上の子どもたちが巣立ってい
きました。みなさんの中にも、当園出身の方、お子さんが出身とい
う方が多くいらっしゃることと思います。
　そこで、鰺ヶ沢こども園の歴史や行事などについて、「広報あじ
がさわ」内で、一年間に渡ってご紹介していきます。
　みなさんに気軽に園の様子を見に来ていただきたいところですが、コロナ禍により来園が難しいため、こう
して記事を通してお伝えしていきますので、ぜひご覧ください。

　３月11日、鰺ヶ沢中学校（三上正志校長）で卒業式が行われ、62名の卒業生が保護者や先生方、在校生に
見守られながら、３年間の思い出が詰まった学び舎を巣立ちました。三上校長は卒業生一人ひとりに卒業証
書を手渡したあと、「勉強や部活に励み、さらに自分を磨き上げてほしい。そして、変化することを歓迎して
新しいことを学び続けてほしい」などと述べました。新たな一歩を踏み出す卒業生の皆さん、ご卒業おめで
とうございます。

祝�卒業　鰺ヶ沢中学校で卒業式

学び舎をあとにする卒業生

【鰺ヶ沢こども園だより】

鰺ヶ沢こども園

Vol.1
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